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て一般にJ-(Morri.S-Lecarモデル)あるいは U一型 (Connorの2変数モデル (Rose-Hindmarshl161の簡約
による))である｡他方､ⅠⅠ類では､NRは直線的である｡Nvは本質的には3次式的であるから､Nvと NR
の交点の数は入力電流 Ⅰのレベルによって変化し､Connor型ニューロンではサドル ･ノー ド分岐点､















































































































仮説 1: 新皮質 LFPにおいて観測されるシンクロニーと非シンクロニー間のカオス的一･非定常的遷移は
ギャップ ･ジャンクション結合された抑制性介在系のカオス遍歴の反映である｡
仮説2:特徴バインディングのみでなく､カテゴリー 生成もギャップ ･ジャンクション結合された抑制系の
時空遍歴カオスで表現できる｡
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